
大
会
は
、
中
野
執

行
副
委
員
長
の
司
会

で
開
会
し
、
代
議
員

24
名
中
24
名
の
出
席
、

執
行
部
13
名
中
12
名

の
出
席
で
大
会
が
成

立
し
、
議
長
団
に
は
、

議
長
に
近
畿
地
方
本

部
選
出
の
西
薗
代
議

員
、
副
議
長
に
米
子

地
方
本
部
選
出
の
細

田
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
植
田
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
あ

い
さ
つ
で
は
、
日
本
共
産
党

た
つ
み
前
参
議
院
議
員
、
社
民

党

長
崎
代
表
、
大
阪
労
連

菅

議
長
、
こ
く
み
ん
共
済

高
瀬

次
長
が
今
日
の
情
勢
な
ど
を
話

さ
れ
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
ま
し
た
。
国
労
本
部
か
ら
は

木
村
執
行
副
委
員
長
と
辻
執
行

委
員
が
出
席
し
、
木
村
副
委
員

長
が
全
国
大
会
の
報
告
な
ど
今

日
の
情
勢
を
話
さ
れ
た
。

経
過
報
告
、
協
約
・
協
定
の

締
結
、
二
〇
二
三
年
度
運
動
方

針
を
提
案
し
、
14
名
の
代
議
員

（
特
別
代
議
員
含
む
）
か
ら
発

言
が
あ
り
、
答
弁
・
集
約
後
、

採
択
さ
れ
た
。
決
算
・
予
算
・

規
約
改
正
の
提
案
が
あ
り
、
承

認
が
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
権
確
立
の
投
票
で
は
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
最
後
に

植
田
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
終
了
し
た
。

（1） ２０２３年 ８ 月１０日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548.9 NO.340
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次
世
代
に
国
労
運
動
の
継
承
を
！

組
織
の
前
進
に
全
力
を
上
げ
よ
う

第
37
回
定
期
西
日
本
本
部
大
会
を
開
催

組
織
拡
大
・
強
化

『
組
織
拡
大
を
必
ず
各
地
方
本

部
１
名
以
上
を
や
り
き
ろ
う
』
と

全
機
関
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
、
４
名
の
拡
大
を
勝
ち
取
り
、

組
合
員
の
日
頃
か
ら
の
活
動
が
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
活
用
・
充
実
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
含
め
て
次
世
代
に
国
労
運
動

の
継
承
と
運
動
・
組
織
の
前
進
に

全
力
を
上
げ
よ
う
。

安
全
・
安
心
の
輸
送
と

労
働
条
件
の
改
善

西
日
本
会
社
は
、
「
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

３
２
・
中
期
経
営
計
画
２
０
２
５
」

は
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
・
構

造
改
革
に
取
り
組
み
、
安
全
を
脅

か
す
「
大
合
理
化
」
施
策
、
人
件

費
の
抑
制
・
コ
ス
ト
削
減
を
一
層

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
不
安
を
理
由
と
し
た
若
年

の
離
職
が
各
社
で
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
全
て
の
労
働
者
の
生

活
不
安
な
ど
の
解
消
に
向
け
、
労

働
条
件
改
善
等
が
更
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

23
年
春
闘
は
、
労
働
者
の
賃
金

は
上
が
ら
ず
物
価
だ
け
が
上
昇
し

生
活
苦
の
世
の
中
を
変
え
る
た
め
、

内
部
留
保
を
生
活
向
上
、
雇
用
を

守
る
こ
と
に
活
用
す
る
こ
と
こ
そ

が
企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ

と
を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

「
闘
わ
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
。

要
求
も
前
進
し
な
い
」
こ
と
を
も

う
一
度
確
認
し
、
24
春
闘
の
闘
い

へ
と
生
か
し
て
行
き
た
い
。

公
共
交
通
を
守
る

闘
い
に
つ
い
て

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

法
」
が
国
会
で
可
決
成
立
さ
れ
ま

し
た
。
鉄
道
は
一
旦
廃
線
さ
れ
れ

ば
、
復
活
は
簡
単
に
出
来
ま
せ
ん
。

存
廃
は
単
に
鉄
道
会
社
の
経
営
問

題
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

将
来
像
が
問
わ
れ
る
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。

西
日
本
本
部
は
、
国
民
の
移
動

す
る
権
利
・
交
通
権
、
そ
こ
に
働

く
労
働
者
の
立
場
か
ら
捉
え
、
自

治
体
へ
の
要
請
や
利
用
者
・
地
域

住
民
と
の
様
々
な
共
同
行
動
な
ど

存
続
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

政
治
課
題

憲
法
破
壊
と
国
民
生
活
無
視
の

悪
政
を
続
け
る
岸
田
自
公
政
権
と

改
憲
勢
力
に
対
峙
し
、
日
本
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
た
め

に
、
大
軍
拡
と
改
憲
を
許
さ
な
い

国
民
的
運
動
を
ひ
ろ
げ
る
為
に
広

範
な
労
働
者
、
共
闘
・
民
主
団
体

と
団
結
・
連
帯
し
、
ロ
シ
ア
の
即

時
撤
退
と
外
交
に
よ
る
平
和
的
解

決
、
核
兵
器
廃
絶
、
原
発
再
稼
働

反
対
、
大
軍
拡
阻
止
、
憲
法
改
悪

反
対
の
た
め
総
力
を
挙
げ
奮
闘
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
労
西
日
本
本
部
は
８
月
４
日
、
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
第
37
回
定
期
西
日
本
本
部
大
会
を

開
催
し
、
こ
の
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
を
行
な
い
、
安
全
・
安
心
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
の
改

善
、
組
織
拡
大
・
強
化
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
24
春
闘
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
向
こ
う
一
年

間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
職
場
・
地
域
で
の
様
々
な
問
題
、
組
織
拡
大
に
対
す
る
取
り
組
み
、
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
、
春
闘
に
対
す
る
取
り
組
み
、
地
域
と
の
共
闘
し
た
闘
い
の
報
告
な
ど
活
発
な
議
論
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

国
労
西
日
本
本
部

植
田
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨

議 長 団

西薗代議員 細田代議員

労
働
条
件
改
善
等
が
更
に
求
め
ら
れ
て
い
る



役 職 氏名 地本 任   務

執 行 委 員 ⾧ 植田 重信 近畿 総括、総務、法対

執行副委員⾧ 藤野 能章 北陸 業務総括

執行副委員⾧ 大和 忠昭 近畿 財政部⾧、貨物担当部⾧

書 記 ⾧ 大北 真也 近畿
企画部⾧、共闘部⾧

教宣部⾧、家族会、共済担当

執 行 委 員 倉下 文明 米子 業務、中国統括本部担当

執 行 委 員 中本 博次 近畿 調査・福祉対策部⾧

執 行 委 員 伊野 活行 近畿 組織部⾧、賃金対策部⾧

執 行 委 員 河野 宏幸 近畿 業務部⾧

執 行 委 員 波見 健一 近畿 業務、組織

執 行 委 員谷澤 由紀恵 近畿 青年・女性対策部⾧、組織

会 計 監 査 員 岡出 智浩 近畿

会 計 監 査 員 石割 嘉夫 近畿

青 年 部 ⾧ 大北 真也 近畿

女 性 部 ⾧谷澤 由紀恵 近畿

２０２３年度 執行部体制
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【
来
賓
の
皆
さ
ん
】

日
本
共
産
党

た
つ
み

コ
ー
タ
ロ
ー

前
参
議
院
議
員

社
民
党
大
阪
連
合

長
崎

由
美
子

代
表

大
阪
労
連

菅

義
人

議
長

こ
く
み
ん
共
済

高
瀬

誉
之

次
長

国
労
本
部

木
村

執
行
副
委
員
長

辻

執
行
委
員

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

立
憲
民
主
党

つ
じ
も
と

清
美

参
議
院
議
員

安
全
問
問
題
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
「
安
全
・
安
心
」

を
求
め
て
議
論
を
し
て
き
た
。

雪
害
に
お
い
て
も
臨
時
労
使

安
全
会
議
で
議
論
を
し
て
き
た
。
こ
こ
数
年
間

で
鉄
道
施
設
内
で
の
危
険
な
事
件
が
全
国
的
に

起
こ
っ
て
お
り
、
一
企
業
の
み
の
問
題
で
は
な

く
国
が
関
与
し
て
全
国
的
な
問
題
と
し
て
対
策

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
部
と
連
携
し

て
国
や
政
党
要
請
を
行
な
っ
て
い
く
。
利
用
者

に
安
心
を
与
え
る
た
め
に
は
安
全
輸
送
を
確
立

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
行
き
過
ぎ
た
「
大
合

理
化
」
で
安
全
を
脅
か
し
て
い
な
い
か
、
急
ぎ

す
ぎ
て
現
場
は
混
乱
し
て
い
る
。
福
知
山
線
や

伯
備
線
事
故
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ

せ
な
い
た
め
に
も
「
安
全
」
を
求
め
て
主
張
し
、

行
き
過
ぎ
た
「
大
合
理
化
」
に
歯
止
め
を
か
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
若
手
の
離
職
が
増
え
、

技
術
継
承
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
要
員
も
ま
わ
っ

て
い
な
い
。
機
械
化
や
無
人
化
施
策
に
つ
い
て

も
「
合
理
化
反
対
」
の
声
を
あ
げ
守
り
抜
い
て

い
き
た
い
、
国
労
が
安
全
を
求
め
、
労
働
組
合

の
役
割
と
重
要
性
を
見
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

直
接
本
部
や
地
本
に
言
わ
ず
、
ま
ず
は
現
場
で

闘
っ
て
い
た
だ
き
職
場
闘
争
を
強
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
目
に
見
え
る
職
場
闘
争
の
強
化
と

労
働
運
動
の
重
要
性
を
教
え
、
組
織
の
多
数
派

を
め
ざ
し
全
組
合
員
一
丸
で
取
り
組
も
う
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
に
つ
い
て

公
共
交
通
を
守
る
た
め
に
も
中
央
本
部
と
連

携
し
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
や
並
行
在
来
線
問
題
な

ど
学
習
を
強
化
し
、
利
用
者
の
生
活
の
足
を
守

る
こ
と
や
地
域
の
活
性
化
、
労
働
者
の
職
場
を

守
る
こ
と
、
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
対
し
て
取
り
組
む
事
が
重
要
。

「
地
域
の
理
解
な
く
廃
線
は
し
な
い
」
と
言
う

が
、
「
届
出
制
」
か
ら
「
許
可
制
」
に
戻
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
し
や
す
い
設
備
・
ダ
イ
ヤ
設
定
を
求
め
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ

貨
物
鉄
道
物
流
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
鉄
路
を
守

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
客
貨
一
体
の
運
動
の

強
化
と
地
方
本
部
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

春
闘
に
つ
い
て

西
日
本
で
は
春
闘
交
渉
時
に
年
度
末
決
算
で

予
想
よ
り
も
上
回
る
な
ら
、
こ
の
間
我
慢
を
強

い
ら
れ
て
き
た
社
員
に
還
元
す
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
し
か
る
べ
き
時
に

は
還
元
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
貨
物
も
含
め
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
社

員
と
そ
の
家
族
は
度
重
な
る
賞
与
の
超
低
額
回

答
に
よ
り
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
職
場
で
は
カ
ッ

プ
麺
と
カ
ッ
ト
野
菜
で
過
ご
す
若
者
も
多
く
い

る
。
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。

共
に
声
を
あ
げ
る
仲
間
を
増
や
し
、
世
論
も
巻

き
込
む
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

政
治
的
課
題
に
つ
い
て

岸
田
政
権
は
改
憲
発
議
を
狙
っ
て
お
り
、

「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
突
き
進
も
う
と
し
て
い

る
。
憲
法
改
悪
阻
止
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世

界
、
民
主
主
義
を
守
り
、
来
た
る
解
散
総
選
挙

で
の
審
判
を
下
す
時
が
来
て
い
る
。
国
民
不
在

の
暴
走
政
治
を
許
さ
ず
、
国
民
主
人
公
の
政
治

へ
と
転
換
さ
せ
る
た
め
に
も
野
党
一
丸
と
な
っ

て
奮
闘
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
野
党

共
闘
で
岸
田
政
権
が
推
し
進
め
る
悪
政
を
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
織
拡
大
・
強
化
に
つ
い
て

こ
の
間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
な
ど
を
行
な
い
、

全
地
方
本
部
参
加
で
活
用
し
て
国
労
運
動
が
見

え
る
よ
う
に
広
げ
て
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
電
話
相
談
も
あ
る
。
確
実
に
国
労
に
興
味

を
も
つ
労
働
者
は
増
え
て
い
る
。
掲
示
板
も
活

用
し
な
が
ら
時
代
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
本
部
提
起
の
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
最

終
年
度
で
あ
り
、
厳
し
い
事
実
を
変
え
、
「
組

織
・
運
動
・
財
政
」
を
残
す
為
に
も
、
ま
ず
は

全
員
で
一
歩
前
進
を
し
よ
う
。
全
組
合
員
が

「
国
労
に
入
ろ
う
」
と
声
か
け
を
し
よ
う
。
先

輩
方
が
退
職
し
て
も
Ｊ
Ｒ
採
用
者
が
引
き
継
げ

る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
次
の
世
代
へ
引
継
ぎ

が
で
き
る
よ
う
に
拡
大
を
し
て
い
こ
う
。
全
国

の
仲
間
を
勇
気
づ
け
る
一
歩
を
西
日
本
本
部
か

ら
や
り
き
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
先
輩
方

と
と
も
に
国
労
の
旗
を
守
り
ぬ
く
決
意
を
申
し

上
げ
集
約
と
す
る
。

⇒
今
大
会
で
退
任

中
野
執
行
副
委
員
長

片
岡
執
行
委
員

先
田
執
行
委
員

福
井
会
計
監
査
員

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
！

国労西日本本部 ２０２３年度 新執行部

大
北
書
記
長
集
約
要
旨


